
「成年後見支援センター」２０１８年度事業報告 

１） 相談事業【カッコ内は２０１７年度実績】 

センター開所日［月・水・金］：   １４４日【１４３日】 

 相談件数 新規：１０４件＋継続：１０９件【新規：９２件＋継続：１３０件】 

 相談回数 来所相談            ２１７回【１３９回】 

      電話相談            ２３５回【２４３回】 

      講演会等での個別相談        ７回【４回】 

手紙（FAX を含む）         ８回【９回】 

Eメール              ０回【１回】 

      訪問相談（自宅・施設・病院）   １０回【８回】 

         同行（横浜家裁）          ０回【２回】 

      相談回数合計          ４７７回【４０６回】 

      ケースカンファレンス         ２回【１回】 

相談延べ人数               ５３４名【４６７名】 

 センター職員ミーティング（内年３回は法人の弁護士と相談）５１回【４９回】 

 権利擁護会議（事例検討・報告）       １２回 

 

２） 啓発・研修事業 

・出前ミニ講座                 ２回（延べ２９名参加） 

 （ＮＰＯ法人あいむ湘南 法人内研修、小和田公民館成年後見講座・相談会） 

・成年後見支援センター主催講演会・相談会    １回（３７名参加） 

「最期まで自分らしく生きる～在宅医療の現場から～」                      

・「地域のことを考えよう！相談支援スキルアップ講座」 

講師としてセンタースタッフ 3名参加 参加者 18名 

・茅ヶ崎市 まなびの市民講師全体会          １回（センターより１名） 

・茅ヶ崎市 成年後見制度講演会        １回（パンフレット等の展示のみ） 

・「翔の会」主催出張成年後見個別相談会       ２回（センターより各１名） 

・地域包括社会福祉士部会、福祉相談室との勉強会、地域包括支援センター11名 

 福祉相談室 12名、市高齢福祉介護課 3名、福祉政策課 1名、センタースタッフ 6名 

・福祉相談室との意見交換会             ２回（センターより３名） 

・神奈川健康生きがいづくりアドバイザー協議会「神奈川健生成年後見センター」の 

ヒアリング                            ２名来所 

                                     

３） 支援ネットワークの構築と情報交換 

・市成年後見支援ネットワーク連絡協議会出席             ６回 

・市の福祉政策課、高齢福祉介護課・障害福祉課・生活支援課ほか     随時 

・地域包括支援センター及び福祉相談室との意見交換           随時 

・他の関係機関との連携（家庭裁判所、市社会福祉協議会、医療機関、専門職団体ほか） 

                       随時 

４） 広報事業 

・機関紙「ＷＩＳＨ！」発行      第２２号・第２３号（各４,０００部） 

・関連機関へのパンフレット配布 


